










































































（表 1：文部科学省（ 2013）⁶⁾より一部抜粋）  

































特性と関わる重点 イメージになりきって自由に踊る リズムに乗って自由に踊る 踊りを共有して人と交流して踊る

























































5 n=131）  
 
20代 30代 40代 50代 60代 合計













































































































































































































要　　　　　概年      学
1年生
花笠
全校ダンス
群ごとのリズムダンス発表
実行委員が創作したダンスを音楽に合わせてみんな一緒に踊る
準備運動は音楽に合わせてしています
曲に合わせて全校で踊る。準備運動にしている。
全校で南山形音頭「パラフレーズ」レッツダンスを踊っている
曲に合わせてまり入れをする。間奏でまり入れ、歌の時にダンスを踊る
全校ダンス
全校で南山形音頭「パラフレーズ」レッツダンスを踊っている
運動会で全校生徒でリズムダンスを踊っている
花笠
ダンス表現
USAの曲に合わせ、実行委員が考えたダンスを踊る
紅花音頭、花笠踊り
3年生
4年生
全校で南山形音頭「パラフレーズ」レッツダンスを踊っている
花笠
子どもたちが曲を選んだり、ダンスを考えたりしながら全校ダンスを創り上げる
リズムダンス発表会
みつばちダンスとしてウォーミングアップで踊っている
準備運動として
花笠
全校ダンス
準備体操とリズムダンスを掛け合わせ、当日全校生徒で踊る。内容の振付は係になっている児童が行う
全校で南山形音頭「パラフレーズ」レッツダンスを踊っている
準備運動としてリズムダンス系を行っている
全校で南山形音頭「パラフレーズ」レッツダンスを踊っている
花笠
自分たちで作ったダンスを発表する（全校・学年ごと）
係がつくった準備体操を兼ねたオリジナルダンスをする
紅花音頭
準備運動に取り入れている
全校で南山形音頭「パラフレーズ」レッツダンスを踊っている
2年生
花笠
5年生
6年生
準備運動を兼ねたリズムを上級生に教わって踊っている
準備運動を兼ねた、児童によるオリジナルダンス（全校で）
準備運動として全校で踊っている
ダンスを準備体操にしている
17件
（概要未記
入4件）
17件
（概要未記
入4件）
中学年
(n=46)
高学年
(n=44)
　まず、運動会での作品発表の概要に関して、学年による特徴や差はほとんどみられ
なかったものの、全体的にみると、準備運動としての位置づけでダンスを取り入れて
いる学校が多いことがわかる。しかし、授業内容との関連や「表現運動系」領域本来
の特性を踏まえて実施されているかは今回の調査ではわからなかったため、疑問が残
る点でもある。
　また、運動会作品の発表を全学年で取り組んでいる学校は８校みられた。しかし、
今回の調査では具体的にどのような内容で、どのような創作過程を経て、どのように
発表しているかなどはわからなかったため、今後、それぞれの学校がどのような取り
組みを行っているのか詳しく探っていきたいと考える。なお、運動会の作品発表にか
ける学習時間は、平均すると４．８時間であったが、「表現運動系」領域の授業時間を
使っている場合と、「表現運動系」領域の授業時間外を使っている場合があり、判断
が難しい回答がいくつか存在した。そのため、「表現運動系」領域の授業内でどのく
らいの時間が運動会の作品発表の学習に用いられているかは今回の調査では明確には
ならなかった。
５．おわりに
　山形市内の小学校における「表現運動系」領域の授業の実態を把握し、課題を見出
すことを目的として調査を行ったところ、以下の点が明らかとなった。
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　「表現運動系」領域は、全学校・全学年１００％で実施されていたものの、年間配当
時間は１０時間程度であり、他領域に比べると最も授業時間数が少ないことが明らかと
なった。また、「表現運動系」領域の主内容である「３つのダンス」の実施率におい
ては、おおむね学習指導要領に示される通りに実施されていることが窺えた。「３つ
のダンス」の具体的な授業内容に関しては、特に「リズム系」と「フォークダンス」
において、それぞれの特性が理解されていないままに実施されていることが窺えた。
さらに、運動会の作品発表においては、準備運動としての位置づけで実施されている
ケースが多く、授業内容との関連や、「表現運動系」領域の特性を踏まえた取り組み
になっているかは疑問が残る点でもあった。
　これらのことから、研修会や養成校に今後求められることは、教材を与えるだけで
なく、「ダンス系」領域がもつ教育的価値や、「３つのダンス」それぞれの特性をしっ
かりと伝えていくことであると考える。近年情報化が進み、文献資料だけでなく、動
画サイトやＤＶＤなどの映像資料も身近な存在となっている。情報を簡単にすぐに得
ることができる時代であるからこそ、得た情報を正しく、より良く活用できるように、
本質的な部分をより強く伝えていく必要があると感じた。また、今回の研究は、山形
市内の実態把握のための基礎資料としての報告であった。そのため今後は、教師の年
代や性別による授業内容の違いや、指導上の課題を具体的に分析していく必要がある
と考える。今後も現場の声に耳を傾けながら、「ダンス系」領域のさらなる発展に貢
献していけるよう努めていきたい。
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